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本
書
の
主
題
は
汰
革
命
以
前
に
於
け
る
佛
蘭
商
思
想
の.一

部
を
形
成
す
る
も
の
.で
あ
る
が
、
而
も
此
の
著
は
敎
義
的
に
は
吾
人
が
本 

誌
昭
和
士
ー
ー
年
十
一
月
饕
第
三
十一

5
第
十
一
號
；>に
於
い
て
紹
介
せ
る
同
一
著
者
の
'一
千
九
百
三
十
八
年
の
著『

第
十
三
世
紀
ょ
り 

第
十
八
世
紀
中
葉
に
至
る
初
期
英
國
經
濟
學』

の
續
篇
で
あ
つ
て
、
是
れ
等
の
兩
卷
は
互
に
相
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
と
著
者
は
述
べ 

て
ゐ
る
o

 

C
M
v
B
e
e
r
,
>
n

 

Inquiry into 

Physiocracy, 

1
9
3、9
,
'
p
>
,
.
,
5

-0
著
者
の
所
貢
の
如
く
、
是
れ
迄
重
農
主
義
を
主
題
と
せ

る
英
米
經
濟
書
の
存
在
頗
る
寥
々
た
る
の
事
實
は
吾
人
を
し
セ
意
外
か
‘感
を
懷
か
し
む
+る
も
の
が
あ
る
。

一
千
八
百
九
十
七
年
に
出
版 

せ
ら
れ
た
へ
シ
リ
I
fヒ
ッ
グ
ス
の『

重
農
主
義
者』

(
T
h
e

 physiocrats'Six. L
e
c
t
u
r
e
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-On

 the 

F
r
e
n
c
h

办conomistes of ihe

I 

.
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へ
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100
臣

&
!
1
?
7
0
を
除
> 
て
は
、
：之
れ
を
主
題
と
せ
る
單
行
€
|篇
は
：一
づ
も
存
す
る
と
と
が
な
い
？
然
も
、.
本
書
の
著
者
を
以
っ
て 

被
れ
ば
、
匕
.ッ
グ
ス
氏
.の
著
は『

國
富
論』

第
四
編
第
九
章
に
於
け
る
.ア
ダ
ム
，
ス
ミ
ス
の「

農
業
主
義」

若
し
く
は
，

「

エ
コ
ノ
ミ
ス
ッ」

即 

ち

重

農主
！！

者

に

關

す’る
論
述
以
上
.に
多
く
出
づ
る
こ
と
な
き
？)
-
，の
：で
.あ
る
。
固
ょ
り
重
農
主
義
を
取
扱
ひ
っ
'
あ
る
佛
蘭
®
經
濟
文 

献
は
嗔
米
の
其
れ
忙
比
し
て
龜
か
E

脅
で
ほ
あ
る
が

.,
'
:
'
然
し
為
が
.ら
、
虹

it
く

著
者
の
言
を
以
っ
て
す
れ
ば
；、
其
の
孰
れ
の
も
の
と

マ
.,
デ
ク
ス
.
•ベI
ア
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茁
農
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義
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究』

：

. 

. 

>

 

.

一
四
一ij 

;

2

1

六
.
！

)

'
.-.
-
.':
,
.
-
;
.
'

ヤ；
：
.
'
.

.1

. 

ス
，
-シ.
-
-
:.
-
?'
'
.
.
^
'
.

-;
'
.^-
1'
-:
-
.へ■-
■

ぺ
、
；

1.
:
-
.
;
';
.
---
-/
'
-
.
"-
'
'"
.ノ.;
;
'イ.
--'
-,
-:;
:
'
'
.
-
,

>.
;
-:-
:
'、.

;;
■'
;
.
■̂
;,
'
y''
.
v
r''
.
'
:
l、.f
.
-
,
;*
;
'
...
';.
;

;̂'
'
.
.
,
-

''
i
.
*
v;
'
-.
'

;

ふ/:
:
>
1.-
-

.

-

 

'
.

.'
V
4.
.
:
-
'
:
.
.
:

し：;,
'
;
:
.
-.
'
::.
''.
'
.
-
;
.;
-:
-
'
.
:
.

.!
; 

V

. 

.

、.；''
い;;

'.
'
.
.
.
. ノ

-
--i
.'
: 

'
.
-
.

、
ぃ--
:--
'
. 

.
'
V
: 

.

.

■-
■
;■
、

-
•
. :

:



へ
"
'マ
'
,ダ
ス
•
で

ァ
l

l

f

::
;

ぐ
：

' 

.

5
四

:
(

一
一
六 

e

1

重
i

義

に

關

す

憂

米
-'
A
の
1

は
、：.:s
ほ
.依
然
，土
し
：て
、
這
般
の
擧
說
を
摩
る
者
が
農
業
を
以
つ
て
富
の
唯
一
t

 

谏
と
看
猶
I
、

又

工

業

を

琴

て

不

生

產

的

舊

め

.た

S

ふ
見
解
-
更
ら
に
、.ヶ
ネ
i

、
s

霞
模
椟
な
る
が
爲
め
に
是
れ
迄 

:#
數
の
聰
明
な
I

者
I

f

し
め
I

S-
濟
表
t

慕
作
し
S

云
ふ
意
I

み
に
限
ら
れ
て
ゐ
铲
。
'彼
れ
等
は
斯
く
の
如
し 

.て

.廣
大

窆

知

識
.パ
廣
饥
な
る
人
生.S
驗
及
び
鮮
朋：

な
.蓋

^

々
■ょ
り

成

る■重
農
主
義
霉
が
如
-可
.に
し
て又..

可
が 

•故.

^

く
め
如
き
見
解
|

士

.：
而
し
て
彼
S

の

反

對

者.に
ょ
っ
て
擧
示
せ
ら
れ̂

^

'れ
等
f

の
を
擁
護
し
.た
.か
.に
關

し

.
て

は

證

依
f

し
て
無
知
識
で
.あ
る
。
.
f
ぼ
、
.童
農
主
義
の
意
味
は
何
で
あ
る
か

o

其
の
敎 

義
的
諸
i

と
.其
；の

興

隆S

原
因
と
は
佝
J

っ
た
か
，
其
の
企.圖
及
f

的
は
何
ヤ
^

も
の
妹
實
に
這
被
め
諸
榴
題
で
办.る
9

.0
'
2:
尸

？

6
00.
.
ク

.
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此
の
書
の
響
に
シ
,ヱ，I

.
 s

t
l
e
)
l

 

i

 

I
,
ヌ 

t
 ル』(

D
u

 Pont de 

!

o

e
 

et 

I

f
 

e

p

f
 

o
c
r
l
e

 

一
S
SV 5
I

與
し
-
彼
れ
が
t

s

上
s

か
I

れ
奢
著
作
を
行

I

I

と
l

l

l

f

iて
^

^
は
t
實
け
■

八
十
八
f

疆

ジ

ズ

•ボ
ナ
ふDr. 

I

-
、、

气

年

，
戶
を
以
つ
て
第
七
十
五
间
の
誕
生
日
一
を
過
し
た
る
高
齢
の
著
作
家
で
あ
る
。
老
學
者
の
豪
亦
旺
ん
な
り
と
言
ふ
可 

き
で
あ
る
。■- 

.

き
で
あ

，今

'馨

S

見
に
據
れ
.ば
、
：奮

擧

派

は

麗

的

及
S

理
的
■
.

一
原
因
ょ
り
發
I

る 

lヾ

i

l

l

l

t
 顏

議

紀
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頭
領

.と

.

.
_せ
る
斯
學
派
の
指
導
者
等
は
_1
;
.
業
降

.

.代

.以

前

に

復

歸

せ

ん

七

と

，を

努

め

；つ
，
人

.
あ

.'る
■
の.

.觀
あ
る
知
の
：.で

.：あ

.
る

.？.、.彼
れ
等
妹
土

.

^

^

■
:

級
の
靴
益
の
代
表
者
.た
ふ
：̂

觀

あ
 

>る
も

：の.で
あ
^
て
、.特
に

：̂

十

四
;1
:
朝

：の
前
半

に

：於
>
て
.コ
>-
:

べ

ー 

'
:
'
u
て

義

の.後

繼

者

等

に‘よ
つ

：
F
«:
行

せ
&
れ

た

：重

商、^
^
^
^

マ

政

策

及

び

制

限

：を

以

つ

v
v-
>
經
濟
生
活
：の
輪
理
的
基
礎
，
即
ち
、
.へ
入
と
人
"
州
と
州
、/國
民
と
國
民
と：

の
間
に
‘
：
是

れ

等

の

も

の

.
を
一 

根
^
に
分
離
ず
.る
政
治
的
境
#:
に

隱

す

る.ご
と
故
く
し
セ
商
取
引
怒
支
配
す.可
：
ぎ

交

換
.
平

等

、
，
'
公

正

の

慎

格

若

し

く

が

交

換

上

の

芷 

-義
と
豪
膠
す
る
も
の.で
.あ
る
と
«.
る
。
：
狹
れ
等
は(一

〕

輝
濟
的
に
は
、
人
民
の
生
要
な
る
職
業
と.し
ヤ
農
耕
贮
復
歸
す
る_に
於
い
て
、 

:

(

ニ
富
’理
的
.に
は
，
通
商
貿
易.に
干
渉
す
る
政
治
的
施
設
の
，總
べ
そ
を
廢
止
す
る
に
よ
つ
て
自
然
的
正
義
及
び
自
困
を 

へ
い
て
、
換
言
す
れ
ば
、
：自
然
を
し
；て
神
：

@
攝
理
に
：よ
：つ
：て
之
れ
に
興
へ
：ら
れ
た
る
其
の
固
有
の
諸
法
則
に
從
つ
て
支
配
す
る
に
委
せ
し 

む
る
に
於
い
：て

(

^
7
5
&ロ&
丨
自
然
の
支
配)

，
有
效
な
る
救
濟
策
を
發
見
し
た
と
信
じ
た
の
で
あ
る
0(

定
 ̂

P.: 

1
5
令

•

パ
.,

.

重
農
主
義
は
其
の
主
要
故
る
特
徵
の
承
す
が
如
く
、
：撞
着
せ
る
諸
見
解
と

^
盾
せ
.る
諸
敎
理
の
合
成
物
と.し
て

現

る

、
も
：，
の
で
あ
つ 

て
•
.最
も
近
代
的
な
る
識
學
說
と..全
然
中
世
的
.だ
る
其
れ
.と
.を

連

結

§
 
^
の
で
あ
る
0
:斯
く
て
彼
れ
、等
は
或
る
者
に
よ
，つ
て 

は
革
命
主
義
盏
、階
級
打
破
論
者
と
し
て
他
の
者
に
.よ
つ
.て
'
 
は
ブ
ー
ル
デ
、
ヮ
的
改
革
家
、放
任
的
自
由
主
義
者
と
し
て
、
最
後
.に
は
反 

M
主
義
者
、
#
建
时
夢
想
家
と
し
'て
取
扱
'は
'れ
る
0
:英
國
人
の
ぃ
眼
紀
は
、:,
'
.重
農
主
義
が
ト
ー
，=

主̂
義
と
所
謂
、
コ
ブ
デ
ン.主
義」

と
の
. 

混
成
產
物
と
し
て
映
ず
る‘こ
と
も
亦
尤
も
で
あ
る
。‘
^
.者
は
、
重
農
主
義
發
生
.の
事
情.
及
び
更
ら
に
小
な
る^

に̂
於
い
て
、
ト

ー

リ
. 

.ィ
黨
の
自
由
貿
易
主_
發
生
.の
.事
情

，
に

對

す

ざ

系

統

的

硏

究

に

よ

つ

，
て
、

恐

ら

く

.は
問
題
の
解
決
に.赴
く
を
得
可
き
も
の
と
.思
惟
し
た

-
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 ̂

.: 
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-
v
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V
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•著
者
は
先
づ
、.矣
國
に
於
い
.て
は
、
第
十
四
.世
紀
末
以
來
、.土
地
階
級
が
.條
例
及
び
因
襲
に
よ
：つ
て
農
產
物
の
輸
出̂對
し
てm

せ
.
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，

ニ
I

.

(

一
二
六
四)

、

つ
た
制
限
の
：識

：1髮

せ

I

と
I

し

"
ま

で

、
：
佛

爵

H
S
、_

Q

自
由
貿
易
は
單
i

時
の
間
の
み 

.

I

し
た
の
そ
あ
I

、. ；

零

若

し

く
S

I

霍

I

U

 

,

尾

英

國
に
於
け
る
よ
り
も
慕
長
X
持

續

靖

の

事

要 

ン
リ
冯
世 

■.の
治
世
羞
揭
の
記
讀
中
に
貧
く
農
耕
の
黃
金
時
代
ー
&

5

 

ァ
ル
；ヌ
g

治
世
を
f

す
I

習
ひ
4

が
如
く
、
：；
重
農
^
^

る
？ (ibid,”

pp. 

22-26
ン
0. 

-
- 

'

.

.
-■
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■
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.

.:

而
も
，へ
丨
ア
は
督
麗
西
重
商.4
-
:義
の
勃
興
が.ァ
ン
：V
四
世
の
御
宇
に.始
ま
，
る
名
の
：
で
各

.り
、
之
れ.を
定
式
化.せ
る
者
が
彼
れ
の
.輔 

一«
國
1
商
主
義
の
論
述
に
移
り
、
，第
十
六

#

紀
.に'於
け
る
經
濟
狀
態
よ
り
始
め
て
、
ラ
ッ
フ
エ
マ
，
ス
及
び
商
隱
ア
ン

.
K

ア
ン
•
、、？

.

.次で
著
者
は
自
然
法
經
濟
學
を
論
じ
、
希
職

•羅
馬
及
び
義
嗷
會
の
敎
旨
ノ
ア
リ
：ス
ト
ー
ア
レ
1
ス
.及
び
ト
1
.マ
ス
•
ア
ク 

の

交

換

論‘

T -
ク

イ

ナ
ス
,の
.外
國
貿
易
論
、
I

I

.
價
値
及
び
：慣
格
論
、
又
コ

ラ

哲

學

者

及

び

ロ

；
ッ
ク
の
.財

產

論

に

就 

■

、
，ベ
る
。

著

者

の

見

に

從

ベ

ば

、

重

農

主

義

者

は

；
ス

ト

ア

哲

學

者

及

び

.基
督

私

よ

り

し

て

•世

界

主

義

的

觀

望
を
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ 

h

及

び

ア

ク

メ

ナ

ス

よ

り

し

て

交

換

*
慎

格

及

び

質

易

に

關

す

る

見

實
、

叉
財
產
並
び
に
生
命
•
自
由
及
び
財
產
を
擁
護
す
る
宅
政 

.
社
養
の
興
起
に
關
す
る
ロ
ッ
タ
の
推
理
を
受
け
容
れ
た
も
'の
で
I

O
 

7 '
ぶ
 

. 

. 

.

.第
四
#
に
_

:
蔬

農

主
—

鬼
屬
が̂

ぜ
名
^
る
：0
;著

,#
龙
戈
づ̂

學
說
.
|
'す
爹
英
國̂

m■麵

1

I
革

.
ズ
X

a

に
恩
惠
を
與
る
重
商
主
義
的
政
策
に
對
す
る
•と
等
しV

穀
物
貧
易
め
制
限
に
對
す
^ -

反
斯
が
英
國
土
地
階
赞
中

^
C0

-發
生

•

を
見
灰
る
も
の
で
あ
り
、
國
富
の
眞
正
唯一

.

の
泉
源
は
土
地
で
あ
，つ
て
、
エ
業
で
は
な
い
と
云
ふ
意
見
が
發
生
し
た
の
は
彼
れ
等
办
⑴

.-
■

■

 

■ 

- 

- 

♦ 

. ,
 

- 

- 

• 

• 

. 

•

.
に
於
い
て
ベ
あ
り
-
又
、完
全
な
る
貿
晶
の
自
由
が
最
初
に
提
唱
せ
ら
れ
た
の
も
、
彼
れ
等
の
間
に
於
ぃ
て
^
あ
ク
た
こ
と
を
述
べ
る
。 

:f
r
lし
て
著
者
は
:#
に
重
農
主
義
の
經
濟
的
萠
茅
と
■し
て
ー
.千
六
百
七
±̂
ハ
年
に
出
^-
^
ら
れ
た
匿
名
氏
の
.
^
2̂。̂-f。" 

0 Limited

. 

. 

'
-
' 

. 

.

.

.
 

•
• 

• 

.

. 

‘ 

.
 

V

s
p
o
m
a
o
n
:

 of. w
o
o
l
.

中
の
數
行
を
引
用
し
て
ゐ
る
:°
.

(

ま

で

1>
.*
'
7
4
0
0
次
い
で
、
欧
會
批
評
家
と
し
て
の
フ
.ェ
ヌ
ロ
シ
■及
び
ケ 

ネ
.丨
の
先
縱
た
る
ボ
ア
ギ
ル
へ
べ
ー
ル
が
論
ぜ
ら
れ
る
。

第
五
備
は
フ
ラ
ンk

ヮ
•ケ
ネ
ー
を
主
題
と
す
る
も
め
で
あ
つ
て
、
彼
れ
を
し 

V

麗
濟
學
fc
赴
か
し
め
た
る
潔
圍
氣
、
其
の
傅
記
*.
著
作
ハ
彼
れ
と
.ボ
...
ア
.ギ
ル

ベ

ー

ル

及

戊

ァ

グ

ム

へ

ス

.ミ
ス

と
の
比
較
、並

び
に
彼
れ 

.

の

社

會

原

.理

に

僦.^
て

述

べ-
>ヶ
：ネ

ー

は

個

人

と

し

て

觀

；れ

ば

ハ

ロ

_
ッ

ク

と

共

に

 

一
«
の

近

世^
愉

理

掛

學

盏

で

あ

る

が

：、
.
社

會

人

と 

し
て
.觀
♦れ
ば
、
.

.J
f
iち
經
濟
毒
及
び
社
會
の
統
治
に
關
し
て
.は
、
T
グ
ィ
ナ
ス
と
：

|

瓦
す
る
も
の
.で
あ
つ
て
、.
ー
.
闹

の

中

佌

神

學

者

で

あ 

り
ハ
ス
コ
ラ
哲
學
者
で
あ
づ
た
と
結
語
す
る
ナ
^

^

フ̂
パ
コ
シ

^
-/.

..
-

:
ン

：

-

.

•、
 

.

'
ニ 

,.
.
.第
六

編

，に

於

ぃ

て

は

坐

龁

的

及

.び
不
唑
產
的
勞
働
、
_農
業
及
び
エ
«

廊

;*
及
び
賢
易
、
貨
幣
及
び
貿
易
差
額
、
利
率
、
課
税
、賃
銀
等 

,
-K
ず
を
分
；つ
て
、
>
 ネ
ー
，W
經
濟
厚
を
論
述
し
、
‘第
七
：韻
に
於
い
て
、
更
ら
に
之
れ
を
掛
約
す
|る
。：|著
者
に
從
_へ
ば
、
ヶ
ネ
ー
の
經
濟 

的
‘概
念
を
批
評
的
檢
«
の
下
に
遭
か
ル
と
す
る
の
擧
は
恐
.ら
く

妥

當

な

ら

ぎ

名

も

，の

.，で
あ
ら
ぅ
0
先
づ
第
一
' に
、
彼
れ
は
彼
れ
自
ら
這 

般

'-
0
篇

を

对

'へ
る
が
故
に
、
；; ^
の
諸
敎
理
に
.對
し
て
搔
起
せ
ら
れ
若
し
く
は
能
く
提
起
せ
ら
れ
得
可
き
傯Y

.

て
.の

反

私

論

を

充

分

に 

.
_廣
1
て
居
め
た
0

:«
1に
、.經
濟
擧
.の
諸
原
理
に
ょ
りr 

_
し

-.
<
-は
第
七
八
世
紀
の
：後
取
以
後
常
^
吾
人
に
知
れ
*
つ
.て
居
る
產
,
 

f

f
it
ょ
^
て
吟
脒
せ
ら
れ
る
時
V
重

農

主

義

經

濟

擧

の

：不

確

實

を

暴

露

す

，る

が

爲

め

^
は
何
等
重
|み
あ
る
知
識
的
努
カ
を
耍
す
る
：
 

と
と
が
な
い
.
0
會̂
的
俾
命
を
有
す
冬
經
濟
學
者
-
取
极
ふ
:̂
'
際
し
.て
は

、''
.
批

評

家

の

主̂
る
考
察
ぼ
、
彼
れ
等
の
.昏
ノ
敎
霧
若
し

,

’

マ
ッ
ク
ス
•
ベ
ー
ァ
著『

茁
農
主
義
硏
究』 

、 

、
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努
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ぺ f わ つ

マ.ッ
：ク
ス..
ベ
丨
ア
著

『

m
農
主
義
..研
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四

(
一

一
六
六)

• 

. ‘
 
.

••
. 

I
. 

.

.

.

.

.

. 

* 

-• 

-
.
.
. 

• 

-
, 
f 
:■ 

• 

*. 

.

.

.

.

.

.

. 
-

.
べ
は
推
迦
方
或
る
も
の
4
满
：點
^
暴
露
す
る
.に
：存
^
る
ど
と
を
得
ず
し
.で
、
'
:其
^,
彼

れ

等

を

し

て

多 

/>
意

織

的
.に
.彼
^

^
:(
0
0#
.代

の

外
:^
踏
.み
^
1.
'
:
,
而

し

て

過

去

を

同
:«
す

る
.か
.若
し

ぐ
:̂
.更
.ら
に

彼

れ

等

の

意

見

：と

.1'

致
す
る
所
多
き

 ̂

來
を
鞲
想
せ
し
む
る
原
因
又
は
理
由
を
探
求
ナ
る
に
# :
,し
.
'な
け
れ
ば
一
な̂.
ぬ
。：
•#
者
べ
ー
ア
ば
、
重
農
主
.
硏
究
に
際
し
て
逢
着
.す
.石 

:難
件
及
欢
不
調
和
.の
.總

，
べ

て

成

、

第

十

六

世

紀

以

後

，に

.於
け
る
歡
學
及
淡
自
1
称

學

.の

進

步

に

照

し

て

中

世

經

濟

生

活

を

合

甄

化

せ

ん 

と
す
る
の
企
圖
と
し
て
之
れ
を
考
察
し
た
な
ら
ば
、
'除
去

せ

ら

：る

可

き

も

，
の
文
あ
る

.と
思
惟
す
.る
o
'敬
虔
な
る
基
督
敎
徒
と
し
■て
又
偷 

理

經

濟

學

者

と

し

て

，、

.彼

れ

の

時

，
代

の

社

會

生

活

，
に

: ^
« .
.?
:
感
じ
、
而

.1

.で

..彼
れ
を
.圍
繞
せ
る
倫
理
的
及
び
细
識
的
影
響
に
ょ
っ
て
動 

■$
'る
i
所
の
あ
っ
た
ケ
^

は

、
^.
世

社

會
. ^
'

回
顧
し
而
し
て
是
れ
^-
以
っ
て
近
世
的
社
會
ょ
り
^
倫
理
的
^
更
ぢ
に
攀
固
な
る
基
礎 

を
有
す
名
も
:,
^
と
觀
た
.の
：で

あ

る

？
然

し
.
.な
が

ら

、
：
彼

れ
.は
又

、

交

換i
の
.正
義
f

交

換

の

平

等

を

確

保

す

る

が

爲

め

.に

制

定

せ

ら 

れ
^
中
他
釣
規
带
の
總
べ
て
が
其
の
.目
的
を
達
成
す
^'
/

J
と
が
出
乘
^'
.か
っ
た
事
賢
を
^
觀
た
の
で
あ
る
'。
加
之
、
•彼
れ
は
重
商
主

 ̂

が
，交

換

：

.の
：不

平

等

观

ち

有

利

な

る

亥

拂

g

差
額
を
獲
得
す
■る
が
說
め
に
其
の
.規
制
を
使
.用
し
.て
、
其
の
.目
的
を
達
成
せ
る
と
と
を
知
っ 

た
。，̂

れ
は
又
ノ
&
激
法
め
自
然
科
學
的
解
櫸
忆
^-
ク
て
-
自
徽
科
學
的
諸
法
則
は
必
然
因
果
關
係
的
連
續
に
於
い
ャ
作
-
す
る
を
以
. 

ヴ
ヤ
、
自
利
心
は
制
壓
せ
ら
.る
、
；こ
^
能
は
ざ
I

と
を
も
亦
學
ん
だ
o
.是
に
於
い
て
チ
、
，當
事
#
の
一
方
に
#

s

M
il
の
S
を
を 

與
ふ
る
商
業
的
規
制
の
總
べ
て
を
除
去
す
る
が
皆
め
に
自
然
及
.び
芷
理
を
し
て

©:
:

*,
に
‘作
甩
せ
し
む
る
、と
ど
が
最
善
で
あ
っ
.た
、(ibid., 

PP..144-14
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「

第
八
^
は
っ
重
濃
冲
藝
的
王
項
し
と
題

^
ら

れ

て

ゐ̂

.ケ

.ネ
1
$
意

見

に

從

：へ
’ば
、
最
善
な
る
.跃
治
形
.態
は
、
主
撒
を
附
與
せ
ら
る.

、
も
而
も
自
然
の
諸
法
則
及
'び
是
れ
等
の
も
の
■ょ
々
誘
導
せ
ら
れ
た
る
成
法
と
.
.

一

致
し
て
行
動
す
る
眾
一
の
權
威
で
あ
.る
？
«'
-
.
く
0 '
如 

..き
玫
8
を
^

^
す
る
が
爲
め
f
e
-
忟
.ノ 

f
r系
及
.び
枭
形
-0
-
.良
然
法
杧
於
外
1:
-
,人
埒
を
敎
導
ボ
を
&
と
好
を
|
泛
€
を ̂

a
i
f
'
.
f 
E

i

i

I

'Sf

i
下

| r

f}

y . '

疒

て...

/
 

k

隨 黯 琢
顯編 傷 ^ ^ 擊

國
.の
善
良
な
る
統
治
と
經
濟
的
繁
榮
の'缺
く
.可
：ら
ざ
.る
條
件
で
.あ
态
4
生
.產
、>.分
配
及
び
交
換
は
斯
く
し
て
自
然
的
正
義
に
從
つ

V

進 

行
す
る
：で
ぁ
ら5
0
而
；し
て
.靈
濟
表
4
は

實

，
に
：
重

農

主

義

的

王

風

の

經

濟

を

解

說

す

る

も

の

：
で

.ぁ
る
0
斯
く
て
著
漭
は『

經
濟
貧』

に
：說 

明
を
施
し
、
而
し
'て
最
後
に
>
ヶ
ネ
ー
の
生
涯
の
最
後
の1
1十
箇
年
敝
に
於
け
る
主
た
る
努
カ
が
、
舊
き
吖
世
的
社
會
.ょ
り

_
も

吏

ら

に
 

大
な
る
永
續
性
と
車
越
，性
と
を
有
す
可
き
新
た
な
る
中
世
的
社
會
を
再
激
設
す
る
に
在

.つ
た
も
の
と
認
め
.S
。
最
後
の
第
九
_
は

『

重 

:

農
學
派』

と
題
せ
ら
れ
*
先
、、ク
ヶ
ネ
ー
に
對
す
る.ア
ダ
ム
*
ス
ミ
ス
の
評
價
ょ
り
始
め
て
、'-
筆
を
岐
路
に
馳
せ
、
ヶ
ネ
ー
、
ス
ミ
ス
及
び 

リ
力
1
.
Fオ
の
.地
代
論
を
考
察
し
、
本
題
欠
策
歸
し
て
重
農
學
派
を
論
.じ
、
ミ
ラ
ボ
丨
侯
爵
、
ル.•パ
ル
シ
土
丨
ヅ
•ラ
•
”
ヴ
ィH
1
ル
、 

デ
ム
。ホン

'
ッ
*.
ヌ
.；
ム'丨
ル

.、

.
ア

> ベ
.
•ボ
r
ド
I
、
ル
ト
ロ
ー
.シ
等
ヶ
ネ
ー
の
學
徒
に
就
い_て
簡
單
な
.る
,
述
を
試
み
る
0
而
し
て
、著
者 

:

は
ヶ
ネ
I
及
び
其
の
學
徒
の
偉.犬
を
以
っ
•て
、
其
の
'上
、に
英
國
經
濟
第
煮
等
が
彼
れ
等
の
輕
濟
學
を
建
設
せ
る
人
類
1
般

の

共

同

ー

.
致 

の
原
_

.$
:
#
建
せ
る
の
.事
實
に
存
す
る
も
.の
.と
觀
る
？
此
の
見
地
ょ
り
，し
て
重
農
主
義
者
等
，は
經
濟
學
の
開
路
者
た
る
其
の
稱
號
に
値

す
る
も
の
で
'あ
る
 
o abid., 

pp. 

I
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-
l
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